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論語講義 4-83 賢を見ては斉しからんことを思い、 2011年 6月 13日
けん み ひと おも

里仁第四

子曰、見賢思斉焉、見不賢而内自省也。

子日わく、賢を見ては斉しからんことを思い、
し い けん み ひと おも

不賢を見ては内に自ら省みる。
ふ け ん み うち みずか かえり

(4-83)

＜子日わく、賢を見ては斉しからんことを思い＞

Ｑ：「子日わく、賢を見ては斉しからんことを思い」とは何ですか。

Ａ：(１)「孔子が言った。すぐれた人物を見たら、自分も、その人物と同じようにありたいと思い」

の意。

(２)「己にまさったすぐれた人を見ては、自分もこのような人になろうと思い」の意。

(３)「賢」とは、「賢人というよりは、自分よりも知徳のすぐれた人」の意。

(４)「斉」とは、「等」と同じ。

＜不賢を見ては内に自ら省みる＞

Ｑ：「不賢を見ては内に自ら省みる」とは何ですか。

Ａ：(１)「劣った人を見たら、自分にも、その人と同じような所はないか、反省してみることだ」

の意。

(２)「つまらぬ人を見ては、自分もこのようではないかと反省する」の意。

(３)「内に自ら省みる」とは、自分にもかくの如きところはないかと心に反省する」の意。自
ごと

省。

・自分よりもまさった偉い人を見ては、羨み、またはおそれ、とても自分には及びが

たいとすることなく、これに倣い、努力して自分もまたこのような人になろうとす
なら

る。

・自分よりも劣る人を見ては、これを嘲笑したり、責めたりしないで、自分にもこの

ような愚かさがありはしないかと反省せよ。

・孔子は、弟子たちに向かってかく教えるとともに、常に自らもかく行って、あの偉

大さを成し遂げた。

― 2011年 6月 13日林明夫記―


